


イスラム文化圏で発展した象嵌や寄木装飾の流れを背景に、ヨーロッ
パの木工装飾と響き合いながら発展したタラセアは、幾何学模様を
中心とした装飾として王宮や教会の天井、壁、扉などを彩ってきま
した。星野尚はスペイン・コルドバでその技術を学び、世界でも数少
ないタラセア作家として制作を続けています。自然の木々が織りな
す色彩や光沢、生命の輝きを宿した木の絵画をぜひご鑑賞ください。
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　　　　　　　　　　　　 　卒業後帰国してからは
山内宥厳氏に師事。その後タラセア作家として活動を
開始し2026年で制作活動45年目を迎える。宝塚市在住。


